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調査研究実績 

の概要○○○ 

 
地域貢献への 

反映を踏まえ 

て記述のこと 

本研究が対象とした「菊池家」は総社市山田の名主の住家である。現在空き家となってい

ており、保存活用を目的とした調査・研究をおこなった。 

方法としては 

1．文献史料の調査 

 岡山大学所蔵の「菊池家文書」のうち建築に関するものを複写し釈文に書き下ろし、 

 分析をおこなった。 

2．建築物の実測調査 

 現存建物の平面図、断面図、小屋伏図などを作成した。 

 3.活用の検討 

  将来的な活用に関しては、文化財登録をおこなう、活用グループの組織化などの端緒

を開くことはできたが、具体的な成果にはいたらなかった。 

 

以上の調査・研究は、原田莉紗子「総社市山田にある旧庄屋菊池家に関する研究」（岡

山県立大学デザイン学部卒業研究，2016年度）としてまとめられた。また、実現性の高い

ものではないが、活用案として、原田「山田医院 お産の家」が提案された。これらの論

文と制作は以下の3点の評価を得た。福濱による推薦文を掲載する。 

 

(a)岡山県立大学卒業研究優秀賞 

本研究は、総社市山田（旧山田村）に現存する、江戸時代後期に建てられた庄屋の住宅建

築に関し、古文書を解読するなどの歴史的な研究と、実測調査による建築的な研究の両面

から積極的に取り組み、じゅうぶんな成果を上げている。 

制作においては、研究対象とした民家を産婦人科診療所とする再生・活用の提案をおこな

った。自然な出産のためには伝統的な生活様式がよいと唱える、ある産婦人科医の事例を

参考にし、伝統的な民家の特性を活かした、環境にふさわしい提案を試みた。現代医療の

みならず現代生活が喪失した人間らしさを回復させようとする目的は高く評価でき、ま

た、調査した建築の架構を忠実に模型として表現した努力も評価に値する。 

以上のことから優秀賞にふさわしい、研究および作品として推薦する。 

 

（b）岡山県建築士事務所協会「第12回優秀卒業作品コンクール」優秀賞 

本作品は現在空き家となっている民家を産婦人科診療所として再生・活用する提案をおこ

なったものである。自然な出産のために伝統的な民家の特性を活かした、環境にふさわし

い提案を試みている。現代医療のみならず現代生活が喪失した人間らしさを回復させよう

とする目的は高く評価でき、また、既存の建築を活用する部分と取り壊し新築する部分に

関する思索や結論も評価に値する。 

次頁に続く 
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の概要○○○ 
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反映を踏まえ 

て記述のこと 

以上のことから本作品を推薦する。 

 

（c）総社市奨励賞 

被推薦者原田莉紗子は、入学以来、総社市に居住し、学業に励んでおり、抜群の成績で卒

業する予定である。 

 学業成績が非常に優秀であることはもとより、卒業研究では大学で学んだことを応用

し、総社市山田（旧山田村）に現存する「菊池家」に関し、当家の古文書を解読するなど

の歴史的な研究と、実測調査による建築的な研究の両面を積極的に取り組み、じゅうぶん

な成果を上げている。この研究は将来、当該建造物の保存の契機となり、総社市の文化に

貢献するであろうことが大いに期待できる。 

 また、卒業後は住宅設計会社に設計者として就職が内定しており本学で学んだ知識や経

験を生かし、地域での住み良いまち作りへの貢献が期待される。 

以上のとおり、被推薦者を貴市奨励賞に相応しい学生であることを認め、推薦いたしま

す。 
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